
慶應義塾大学言語文化研究所  
2019年度公開講座

ビザンツ帝国の人々は強烈な
「ローマ人」としての意識を持ち
ながらも、次第に古代文化から
離れ、西欧と中東に対し独自性
を主張する文明と文化を築き上
げました。そして、それはバル
カンからロシアに至る地域に継
承されていきます。本講座は、
世界史に大きな存在を占めつつ
も知られざるビザンツ文化の形
成と展開を、人々が生きた、社会・
政治・キリスト教の三側面から
鮮やかに描きます。

ＪＲ山手線・京浜東北線…田町駅下車（徒歩 8分）
都営地下鉄　浅草線・三田線…三田駅下車（徒歩 7分）
都営地下鉄　大江戸線…赤羽橋駅下車（徒歩 8分）

慶應義塾大学言語文化研究所
〒108-8345  東京都港区三田 2-15-45　TEL：03-5427-1595　 

アクセス

お問い
合わせ先

会　場：慶應義塾大学 三田キャンパス 北館ホール
受講料：無料 申込不要、直接会場にお越しください

田中　 創  氏 （東京大学准教授）

大月  康弘  氏 （一橋大学教授）

大森  正樹  氏 （南山大学名誉教授）

［第 1回］

［第 3回］

14：00～16：00

［第 2回］

14：00～16：00

14：00～16：00

土26261010

土19191010

土551010 カルケドン公会議議事録から見る
初期ビザンツ社会

コンスタンティノス7世ポルフィロゲニトス（在位905～959年）
『帝国の統治について』とは

ビザンツ的綜合の精神
―グレゴリオス・パラマスに見る伝統の「継承」と「改新」―

ビザンツのビザンツの
文化的伝統の形成文化的伝統の形成


